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当日のスケジュール

当日ご参加いただけないお客様のために、医療科学研究所
ホームページにて、6月上旬よりシンポジウムの動画を公開する
予定です。

会場は新型コロナウイルス感染拡大防止に努め、密にならないよう
参加人数の制限を行わせていただきます。予めご了承ください。！
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　ここ数年のコロナ禍は、日本の医療システムの構造的な課題を浮

き彫りにした。特に、ワクチンや治療薬開発においては、日本の危機

対応能力上の課題が明らかになった。ワクチンと治療薬の開発・提

供について、欧米のビッグ・ファーマはベンチャー発のシーズをい

ち早く取り込み、迅速な臨床開発により商業化に結び付けている。

また、欧米においては行政側も早期承認に向けて様々な柔軟性を発

揮してきた。これらの対応により、COVID-19の蔓延に歯止めをか

けたという意味で社会的貢献度は極めて高い。同時にそれら欧米の

企業は、シーズを開発したベンチャーを含め、商業的にも大成功を

収めている。一方、日本のアカデミアやベンチャー、製薬企業発のワ

クチン・治療薬開発は未だ途上にある。その開発をレースに例える

なら、周回遅れの状況であり、商業的な観点からはすでに最も魅力

的な部分は毀損しつつある。日本の製薬企業によるワクチン・治療

薬開発を推し進めることは、国家安全保障上の観点からも極めて重

要であり、早急に対応・改善策を考え、取り組んでいく必要がある。

　これまでわが国においては、ワクチン開発に対して国の有効な支

援策が見られなかったことから、開発から撤退した企業も多く、ま

た、開発を続けてきた企業も資源投入の優先度を下げざるを得な

かった。今回のコロナ禍で学ぶべきは、国家安全保障上の観点から

も、わが国独自の創薬力を強化することが非常に重要であるという

ことである。それを可能にするために、国がベンチャーや製薬企業

の開発に向けてのモチベーションを高めることができるか、企業側

としてはアカデミアやベンチャーに存在する様々なシーズをいち

早く創薬やワクチン開発に結び付けていくような連携体制を構築

できるか、それを行政が柔軟な施策により商業化へのハードルを下

げられるか、などを早急に議論し、取り組んでいく必要がある。ま

た、より価値の高いシーズを産み出す仕組みとして、ベンチャーや

アカデミアがイノベーションを巻き起こす土壌となるようなライ

フサイエンス・クラスターが形成され、それをプラットフォームと

して産官学が連携を図るような仕掛けづくりが必要である。

　当シンポジウムにおいて、産・官・学それぞれの観点から、コロナ

禍からの学びや抽出した課題、そしてその解決に向けての施策を議

論していただき、産官学が同一の目標に向けて連携し、最大化され

た力を発揮するためにはどのようなプラットフォームを構築しな

ければならないか、それをいかにして日本の創薬力強化に結び付け

ていくか、について方向性を見出していくことを目指したい。
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開催日時

全社協・灘尾ホール
開催会場

東京都千代田区霞が関3丁目3番2号　新霞が関ビルLB階
TEL: 03-3580-0988
地下鉄銀座線「虎ノ門駅」5番出口より徒歩５分
地下鉄千代田線／丸ノ内線／日比谷線「霞ケ関駅」A13番出口より徒歩7～８分
地下鉄千代田線／丸ノ内線「国会議事堂前駅」３番出口より徒歩５分
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参加申込方法（要予約） 参加無料

会場参加用フォームよりお申し込み後、電子メールにて登録票を送付
いたします。登録票は、シンポジウム当日に受付へご提示ください。

※定員に達した場合は、お申込みを終了させていただきますので、予めご了承ください。

※会場参加、Web参加とも、お申込みいただいた個人情報は適切に管理し、登録票の
　発送と運営事務局からのご連絡以外の目的では使用いたしません。

会場参加（全社協・灘尾ホール）

Web参加用URLよりご登録ください。登録後、画面が切り替わりシン
ポジウム視聴用のURLが表示されます。シンポジウム視聴用のURL
はご登録いただいたメールアドレスにも通知されます。シンポジウム
当日、同URLよりご参加ください。

01

Web参加02

会場参加およびWeb参加のどちらかをご選択ください。
いずれも下記ホームページから参加をお申込みください。

本シンポジウムは新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、会場開催
（全社協・灘尾ホール）とオンラインシステムを使用したWeb配信で同
時開催いたします。なお、新型コロナウイルス感染症の状況等により、
Web開催のみとなる場合があることをご承知おきください。

http ://www.iken.org/

2022年 5月9日（月）お申し込み締切

ホームページ

会場参加には事前のお申し込みが必要です。
お申し込みなく、当日ご来場での参加はできません。

会場MAP


